20200628レムナント教会1部
聖なる悟り(Ⅱサムエル記5:9-12)
神様は時にかなって信者に決定的な悟りを与えられます。聖なる悟りとも言えるでしょう。そのときに信者の残りの生涯の人生の方向が正しく定まるようになり、勝利の門が開かれるようになります。

先週も申し上げましたように、ダビデは、神様から与えられた神の祝福、相続に対して、自分の名前を書き入れて、自分の所有だと確定するようにしました。そして、更に城壁を建てて、その神の相続を丈夫にしていきます。それによってますます強くなっていくと、そのように聖書に記されています。このときに他所の国の王、ツロという国の王様が、ダビデに建築のための仕事をする大工さん、材料、しかも最良のものなどを送って、ダビデの住まい、王宮を建ててくれるようになります。それが政治的な思惑があったのか、あるいはこのツロの王がダビデに憧れていたのか、その本当のことはよく分かりませんが、とにかくダビデが求めてもいないのにそのような予想もしていなかった答え、助けが与えられることになりました。そのときダビデは、「神様は生きていらっしゃるのだね。神様は答えられる方なのだね。神様は私の味方なのだね」という感動はもちろんあったでしょう。しかし、そのような単純な感激、また興奮などに留まらず、ダビデは悟りました。その内容が12節に紹介されています。「ダビデは、主が彼をイスラエルの王として堅く立て、ご自分の民イスラエルのために、彼の王国を盛んにされたのを知った」。ダビデは、神様がダビデをイスラエルの王にしたということを悟った。少しおかしくないですか。神様がダビデに油を注いでイスラエルの王にしたということは、とっくに分かっていることなのです。ダビデが、予想をはるかに超えて、求めてもいないのに神様から答えが与えられ、神のみわざを見たことによって悟った内容は、単に自分が神によってイスラエルの王になったということではありません。
ダビデは、このように悟りました。この不思議な神様の導き、神の答えを通して、神様は契約を中心にして歴史を動かしていらっしゃるお方である。神様は契約を中心にしてすべてを動かしていらっしゃるのだなと。多くの人は、歴史はただ時間が流れるものだと考えています。あるいは何かが起こったときに、たまたまそういうことが起こったという解釈もあります。なかには歴史というものは、人間が頑張って作り上げるものなのだと威張る人もいますが、歴史はそういうものではありません。神様は歴史の主であり、その神様が契約を中心にして（その契約はキリストなのです。）、キリストを中心にして、

この世界を、すべての物事を動かしていらっしゃるとダビデは悟りました。それが神から答えいただいて、また、神様が信者に何かをなさったことによって信者が悟るべき内容なのです。その契約というのは、アダムのときから神様がおっしゃいました。女の子孫、メシヤ、キリストが来られることによって、蛇の頭を踏み砕いて、それ以外には人類に、人間に希望などは全くないので、それを中心にして、その約束を成し遂げられることを中心にしてすべてを動かしていらっしゃる方なのです。この世はキリスト以外には希望はありません。多くの人が、人が努力して頑張れば世の中は変わると希望を託しているでしょうけれども、人間の努力に希望などはありません。経済にも科学にも発展にも本当の希望などはありません。

なぜかと言いますと、この世というところは、いのちの基であられる神様を離れて根本的にいのちから断たれていて、地獄の運命を抱えて生きるようになりました。一人も例外はありません。良いことも悪いこともすべてが唯一の希望、神の契約、キリストが来られることのために、そのキリストのために動いているということを覚えていただきましょう。それが聖なる悟りです。この悟りとともに、たぶんダビデは先祖のいろいろな歴史を振り返ってうなずいていたのではないでしょうか。それで神様はアブラハムを召されたのだね。カナンの地に行きなさいとおっしゃったのだね。モーセを通して出エジプトのみわざを与えられ、そして、荒野を通らせたのだね。ヨシュアを通して、約束の地カナンを征服し、また堕落していたイスラエルにサムエルという預言者を立てて、それで私の方までいま歴史がつながっているのだねと歴史を振り返って、そのように考えていたでしょう。人間の目で見たときには、良いこと、悪いこと、うれしいこと、悲しいこと、いろいろあるかもしれません。でも、そのすべては神の主権の元で神様が契約のために与えられ、許されて、動かしていらっしゃるということです。そのダビデが気づいていた契約、それが実際に成就しました。イエス様が十字架ですべてを完了し、死の力を打ち破ってよみがえられて勝利なさいました。その復活のイエス様が、最後に残されたメッセージなのです。聖霊があなたがたに臨まれると、エルサレムから地の果てにまで、わたしの証人となりました。このキリスト・イエスが世界中に広まり、世界中に伝えられること、それが契約であり、それが約束なのです。世界中に今現在237カ国があるそうです。そこには様々な民族が暮らしています。その多様な民族の方に、民族がこれがあれだと差別などせずに、このイエスのいのちの福音、愛の福音がそこに浸透していくという契約の元で今歴史は動いています。日本中に47都道府県があり、その47都道府県にイエスのいのちの福音が宣べ伝えられて、そこに絶対弟子が立ち上がり、イエスの教会が立つこと、このことのために日本の歴史が、世界の歴史が動いているということを悟っていただきたいと思います。そのために信者の皆さんの今、置かれているその現場、そこに皆さんを通して、キリストが宣べ伝えられ、神の国が臨まれるということが契約なのです。「私にはできません。私はこういう事情があるから、私はこんなに弱い者なので」ということは不信仰に過ぎないものであって、どんな事情があろうがイエスを信じる信者の現場には、神の国が臨まれる約束があります。そのために皆さんひとりひとりを、すべてを神様は管理して、動かしていらっしゃるということを悟っていただきたいと思います。
そして、このキリストのいのちの福音が次の世代、レムナントにしっかり植え付けられることによって、継承されていくということが神の契約なのです。いま私たちはダビデが握っていた契約をはるかに超えて、世界福音化の福音宣教という万軍の主となられて、イエス様の証し人として、その契約を中心にして、神様はコロナも許され、ときには戦争も胸が痛いでしょうけれども許されて、良いことも悪いこともすべてを動かして歴史を引っ張って行かれるお方です。ダビデはこれを悟りました。これが神様が信者の私たちに与えられる悟りであり、また求めていらっしゃる悟りというものです。そして、このように悟ったダビデは、神様がこの契約のために、この契約の中に私を、自分を召していらっしゃるのだなと悟りました。ダビデはただそこら中の王様のように、単純にイスラエルの王ではなくて、この聖なる唯一の希望であるキリストの契約のために神様が私を召されて、私をイスラエルの王にしたのだねと悟りました。自分が他の人より偉いから、優れているからイスラエルの王になったのではなくて、この契約のゆえに、契約のためになのだと、そこでダビデはたぶん自分の人生を振り返って、人生を正しく解釈したでしょう。だから、私はユダ族から生まれて、自分の出生そのものも、そういう意味があり、そして、今までずっと育ってきた過去も、お兄さんたちにバカにされて羊飼いばかりをしていたということの意味も理解できたと思います。そこで神様と深い交わりを持つようになりました。また、サウル王に憎まれて、逃亡者の生活を送っていた大変な時期もありました。それもすべてがこの契約のために、私をイスラエルの王、契約に用いられる役目にするために神様がなさったことなのだねと。そういうことを経て、今現在こうなっているし、だから、これからの未来も神様は契約のために私の人生を導かれるはずだと、自分の人生の解釈そのものが変わります。神様は契約のために私を召されたと悟った場合、人生の解釈が変わります。心に傷が残るとかはありません。すべてがいやされます。神様はすべてを働かして益としてくださったのだなと。自分のフォーカスが肉体的なところにある場合には、解釈がそちらの方に傾くしかありません。契約にフォーカスがあるときに、すべてが益となったということが分かるようになるでしょう。この時以来、ダビデは一度も自分がイスラエルの王だと思ったことがありません。キリストというまことの王様、そのキリストを王にして、キリストの契約のための役目であり、役割に過ぎないものなのだ。つまり、管理人の思想を持って一生を全うしていた者です。もちろんその後、いろいろな間違いを犯すということもありました。けれども、自分の立ち位置、自分がイスラエルの王になったという本当の理由が分かっていたのです。

神様は契約のために召された場合に、神に召された人々が元々持っていた名前にプラス、もう一つの名前を与える場合がしばしばありました。例えば、アブラハムです。最初はアブラムでした。そのアブラムは、ウルというところで偶像にまみれて全く希望のないときの名前なのです。しかし、アブラムを契約のために召されてアブラハム、すべての国々の父という名前を与えていたわけです。アブラハムは、その契約のために召されたものなので、そういう存在なのです。神様はヤコブに「これからはヤコブと呼ばないように。あなたはイスラエルなのだよ」とおっしゃいます。ヤコブは人間的なことの役以外には何もないときの名前なのです。しかし、イスラエル、キリストのための国。あなたはそういう存在なのだよと言われました。皆さん、ソロモンにもう一つの名前があることをご存知でしょうか。そのソロモンは、どういうふうにして生まれたのか、その出生の秘密についてご存知ではないでしょうか。ダビデが大きな過ちを犯すことによって、そこから生まれた子どもなのです。だから、その出生のことを考えて周りからソロモンを見ると、白目で見るようになります。そういう恥ずかしい、羞恥心を抱えている名前がソロモンなのです。そのソロモンに神様はエディデヤという名前、つまり、神の喜びという名前を与えられました。あなたはソロモンではない。あなたの恥はキリストの血によって覆われているのだよ。あなたはキリストの契約のために召されている尊い存在なのだよ。どんな恥ずかしい過去があろうが構いません。これを悟ってほしいと神様は名前をもう一つ付けていらっしゃいました。ペテロもそうでしょう。ペテロは律法に捕らえられ、また屁理屈に囚われていた人間だったときの名前がシモンなのです。それに対してイエス様は、あなたはこの岩なのだよ。岩の上にわたしの教会を建てます。あなたの名前はペテロなのだよとおっしゃいました。パウロもそうでしょう。イエス・キリストを迫害していた名前、サウルという名前です。そこから異邦人の伝道者という意味でパウロという名前が与えられていたわけです。どんな人間であれ、イエス・キリストを信じる信者には、もう一つの名前がありました。一つだけではありません。多くのすばらしい契約の名前が付いているということを忘れないでください。あなたがたは、世の光であり、王である祭司なのだよ。キリストの使節であると。キリストのからだなる教会なのだよ。このような契約と絡んでいる名前が信者ひとりひとり全員に与えられているということを覚えていてください。それを悟らないといけません。ダビデは神様の祝福、神の答えによって、それに酔いしれて良かったなでは終わらずに、聖なる悟りを悟るようになりました。信者は契約のために召されている尊いものなのです。
ですから、このような祝福の宣言を理解するようになります。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。だから、こんなちっぽけな弱さだらけの人間ですが、内側に聖霊を通して神様がともにおられる不思議な存在になっているのだな。だから、主が私の内側に入ってともにおられるようになっているのだな。だから、あなたがたは異邦人のように、何を食べるか何を飲むかなどを求めずに、神の国と神の義を求めなさいと勧めていらっしゃるのだなと悟るようになります。神様から与えられる聖なる悟りによって、これからなんのために生きるべきなのか、自分のこれからの人生の方向が正しくしっかりと定まるようになり、そこから祈りが始まり、暗やみの王国が砕かれて勝利の門が開かれるようになります。小さい子どもでも構いません。ベッドに横になっている患者さんでも構いません。刑務所の中にいる人間でも構いません。クリスチャンであれば聖なる悟りによって人生の方向が定まり、それに沿って祈り始めると神のみわざを見るようになります。
ダビデはもう一つ悟ることになります。イスラエルの国がどんな国なのか。つまり、今の私たちにとって神様は契約のために教会を許され、教会を建てていらっしゃるのだなということです。教会は外見で見るといろいろな形があり、いろいろな要素があるかもしれません。しかし、教会の本質はそういうものではありません。契約のために、この地上に神様が建てられたキリストのからだなるものなのです。天と地をつなぐものなのです。いろいろな人種、人間が集まりますが、そういうすべてが崩れて、それを超えて聖霊が内住する聖霊の一致になっているところが教会なのです。ですから、教会は他の何かと比べることができないほど大事なところ、尊い存在なのです。それをダビデは悟りました。ですから、教会は世の流れに流されてはいけないし、染まってもいけないし、むしろその世を生かすために存在するところなのです。そのような契約のために教会が建てられているということを悟ったときに、教会での礼拝の意味が変わるし、その礼拝により深入りするようになるでしょう。礼拝にはより深く、深く掘り下げていかないといけません。と同時に、外に向かっての福音宣教に対しては、いつも開かれている教会でないといけません。教会は契約のために召されているところです。教会生活に失敗する場合は、教会に様々な問題もあるでしょうけれども、「教会が何か」が分かっていないからです。「自分がどんな存在なのか」がよく分かっていないからです。非常に残念で悲しいことではないでしょうか。日曜日に一回集まって礼拝を捧げる、そういう単純なところではありません。皆さんが教会に来て礼拝を通して、この世では味わうことができない天からの豊かな平和と祝福と力を味わうように期待と祈りをもって深入りしないといけません。
なぜでしょうか。教会は牧師の講演を聞くために設けられているところではありません。神の契約のために。ですから、ダビデは神様に用いられたし、用いられるしかない者だと改めて感じます。神様の予想をはるかに超えた祝福を見たときに、それに感激して、また興奮して終わりではなくて、そこで悟っていたわけです。私たちにも様々な場面、いろいろなことを通して、ときにはこのような祝福の答えではなくて、試練や様々な苦痛を通して、神様はその苦しみが問題ではなくて、悟りを与えようとしていらっしゃいます。悟りに気づく信者、悟りに耳を傾ける信者、悟りに中心が刺される信者。そういう信者になること、そういう心構えを持ってぜひ祈っていただきたいと願います。
今日のメッセージを通して、皆さんひとりひとりのこれからの人生の方向が、ただのキャッチコピーによって、あるいは周りで、教会でわーわーと言っているから、それに一緒に乗っかるではなくて、神様から与えられる聖なる悟りによって、残りの生涯、キリストのために、福音宣教のために、世界福音化の契約のために、47都道府県に偶像の文化はあふれているけれども、教会は全く見ることができないこの日本の現状を見て、その契約を握って、そして、皆さんひとりひとりの今許されている現場における契約、次世代のレムナントに対しての契約、その契約ために私は存在します。そのために残りの生涯があります。私の人生はその方向に向かって進んでいきます。どうか神様、導いてください。それだけでもサタンは震えて逃げていきます。なぜサタンが逃げないのかと言いますと、人生の方向が定まっていないのです。そうなると、何かがあるたびに、自分が定めた方向がメインなので、それを基準にしてふらふら揺れるしかありません。絶対、奪い取ることができない、揺らすことのできない、絶対契約、世界福音化、日本の福音化、現場の福音化、福音宣教。大げさなものすごいタイトルのように思わないでください。イエスを信じる人であれば誰にでも許されている祝福です。2部礼拝でもそのことを少し申し上げるつもりですが、ぜひ神様からここにいる信者ひとりひとりの胸に刺さる聖なる決定的な悟りが与えられることを祈りたいと思います。ダビデの悟りが自分の悟りとなり、そのことによって日々祈るたびに、何かがあるたびに、また、一日を始めて終わるたびに、信仰の宣言を自分の告白、自分の宣言にする信者になってください。

特に、前から申し上げていますように、少し年を取ると子どもはコントロールできません。親がコントロールできる小さな子どもの時に、飯を食べるのと同じ感覚で信仰の宣言文を習慣にしましょう。キリストの他には希望はありません。イエスがそのキリストなのです。ですから、私はイエスの霊が宿っている神の子どもなのです。この世はキリストの他には希望はありません。だから、私が存在する理由は、この世にキリスト・イエスを語ることによって、神の国を建てることです。そのために今日も一日が許されて、今日も学校に行きます。今日も職場に向かいます。これが皆さんの食事より、それに優る習慣になるように祈りたいと思います。サタンが一番嫌う。一番恐れる信者、人生の方向がしっかり定まっている信者になっていただきたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。契約を握っていたダビデを中心にすべてを動かしていらっしゃいました。その神の答えの中でダビデは聖なる悟りを得て、残りの生涯、契約に方向を合わせ、フォーカスを合わせて勝利の人生を全うすることになります。どうか今日のメッセージを通して、ここに集っている兄弟姉妹ひとりひとりが神様から聖なる悟りをいただき、残りの生涯の人生の方向がしっかりと定まるように祝福を与えてください。それでサタンの王国が砕かれて、いのちのわざが現れる神の国をそれぞれに現場で体験することによって、237カ国、47都道府県を見ることができるように祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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